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パパ記者の育てられ日記　３
今村尚徳
走りながら出版


───────────────────────



主な登場人物


パパ　１９９９年から新聞記者。政治部に在籍していた２００９年と２０１４年に子どもを授かり、それぞれ半年間の育休を取得。２０１５年に編集センターに異動し、紙面編集に携わる。

みな　２００９年４月生まれ。「美菜」は、ちょうど見頃だった「美しい菜の花のように」。バレエ、ピアノ、英語と習い事に一生懸命。

こた　２０１４年５月生まれ。「耕大」は「耕して大きく育て」。読みは「こうた」で、保育園では「こうちゃん」。電車が大好き。





お顔は灰色






2017/1/1
〈新年の寝かしつけ〉
こた「ぱぱ、とーます、よんで」
パパ「わかったよ。トーマスごうが、はしるよ。みどりのおかを、ピッピーッ！」
こた「・・・ぱぱ、とーますのおかお、みどりじゃないよ」
―――絵本９冊目でやっと寝た。

2017/1/3
〈横浜・八景島シーパラダイス〉
パパ「うわあ！　高さ１０７メートルのフリーフォールだ。パパ絶対ムリ」
こた「おっきいえべれーたーだ！　こた、のりたい！」
―――身長制限に救われた。




2017/1/7
〈保育園の連絡帳から〉
　今日は朝から「こうた、お野菜食べたの」と言うので何食べたの？と聞くと「んーとねー、たまご！！」と自信たっぷりでした。
―――野菜は苦手だよ。




お野菜たべた








2017/1/11
〈深夜のひとり言〉
　最近ランニングを始めたという先輩に「なんで走るの？」と聞かれ「他人に負けたくないから」と答えたけどよく考えたら仕事も趣味も家事も「昨日の自分に負けたくない」と言った方がよくて「昨日の自分」はなかなか手強いからかなり頑張らないと勝てないなと思いつつ仕事上がりに飲んでたら翌日になってしまった午前１時すぎ。

2017/1/13
〈こた、朝の保育園〉
（月曜日）
「じゅうでんして〜」（抱っこ10分）
「たかいたかいして〜」（高い高い５回）
「いかないで〜」（説得３分）
「うえーん！」（結局）
　　　↓
（金曜日）
「ばいばーい」（おもちゃに直行）
―――来週また元に戻る。

2017/1/14
〈お昼ごはん〉
みな「あ、こうたがフォークおとした。しょうがないなあ。ひろってあげるよ。こうた、なんていうの？」
こた「おーねーがーい」
みな「はい、どうぞ（と差し出して）。こうた、なんていうの？」
こた「かーしーて」
みな「ちがうよ、こうた。なんていうの？」
こた「かーしーて」
みな「ちがうってば」
こた「あーりがとー」
―――だんだん言えるように。

2017/1/14
〈時の流れに惑う瞬間〉
　この春みなは小学２年生あっという間に大きくなるなと思いつつセンター試験のニュースを見てこたが受験生の歳まであと16年まだまだ先だと気が遠くなり「パパこうえんあそびにいくよ」と急かされて我に帰る。

2017/1/18
〈パパみなこたインフル〉
　みんな一緒にかかって仕事を休む期間が最短で済むとほっとして精神的に楽だけど予防接種したのに一番重症なパパ１人でなぜか元気いっぱいの２人の面倒を見なければならず肉体的にしんどい。





３人まとめてインフル








2017/1/18
〈寝室で寝ていたら〉
こた「ぱぱ、だいじょうぶ？」
パパ「ん・・・死にそうに見えるかもだけど大丈夫だよ」
こた「こうたも、はいる」
パパ「一緒に寝る？　パパ熱39度近くあるから、あったかいよ」
（こた、一緒の布団に入る）
こた「あのさーあのさー、おくしゅり、いっぱいのんだら、なおるんだよ」
パパ「そうだね。こたはやさしいね。よしよし」
―――同じ病気の一体感。

2017/1/19
　小学校の連絡網でインフル多発により学級閉鎖の連絡が。きょうは午後１時帰宅で、しかも放課後クラブも利用不可って、共働きのみなさんどうするんだろう。




2017/1/19
〈インフル深刻化〉
（17日）みな発症
（18日）こた、パパ発症
（きょう）みな小学校で学級閉鎖／連絡網を回した女の子も発熱で病院へ／ママから「節々が重いから早退する」と連絡
―――ちょっとしたパンデミック（感染爆発）。




ミシンで製作１時間






2017/1/21
〈きょうの裁縫〉
・防災ずきんカバー
―――１年使って色あせてきたので、みな希望のキルティングで新調。




億単位を動かす人生






2017/1/22
〈みなに誘われてゲーム〉
●大金もち　すごろく
（序盤）自分の会社をつくる　レストラン、建設会社、テレビ局など。資本金として数十億円払う。
（中盤）自分の会社を育てる　社員を増やす、商品バカ売れなど。手元に資金がなければ銀行に借金。
（終盤）他の人の会社を奪う　20億円払えばルーレットを回して乗っ取りのチャンス。
―――雑誌「小学１年生」の付録とは思えない。（結果はパパがボロ負け）





みな朝スケジュール






2017/1/26
〈みなスケジュール発見〉
あさのよてい　月火水木金ほか土
・きがえ・かみむすび・がっこうのじゅんび。（７：００まで）
・ママをおこす・あさごはん。（７：３０まで）
・テレビ（７：５０まで）
・いくじゅんび（７：５５＝月から　８：００＝火水木金まで）
・でる。（７：５５＝月・８：００＝火水木金）
うらもみましょう↓（ネコちゃんマーク）
【裏】
＠＠かんりょう＠＠
―――いつも朝ごはん作ってたら確かに７時までに起きてくる。

2017/1/26
〈朝の保育園〉
こた「ぱぱ、だっこ」
パパ「ちょっとならいいよ。よいしょ。よしよし。こたはあったかいね〜。じゃ、そろそろ行くよ」
こた「たかいたかいして」
パパ「３回だけね。（高い高い×３回）じゃ、もう行くよ」
こた「・・・なんか、きもちわるい」
パパ「大丈夫？　でも、パパ行かなくちゃ」
先生「どこが気持ち悪い？」
こた「・・・ここ」（左肩を指す）
先生「お腹じゃないのね。保健の先生に診てもらおうか。じゃ、パパにバイバイして」
パパ「バイバイこた。何かあったら呼んでください。行ってきます」
（数分後、パパ戻る）
パパ「ごめんごめん。連絡帳、先生に渡すの忘れてた」
こた「きゃは、きゃは！」（風船を持ってお友だちと走り回る）
先生「あ、パパ。こうた君、ぜんぜん平気でした。何？　このケロリ具合」
―――仮病が上手。

2017/1/27
〈もう若くないと思い知る瞬間〉
（実際の年齢）40歳
（タニタ体組成計）27歳
（気持ちは）35歳
（みな同級生）「おじさん！」
―――「みなちゃんパパ」と呼んでほしい。

2017/1/29
〈深夜の独り言〉
　やりたいことが山ほどあるのに会いたい人が山ほどいるのに子どもとの時間に縛られてかなわずその不自由が子どもの自由につながるのだと思い至って自分から親へとさかのぼる長い長い自由のリレーに感謝する。

2017/1/29
〈次の日やすみでよかったと思う瞬間〉
　午前３時に遊びたい遊びたいと泣かれまだ夜中だよと言い聞かせても収まらずリビングに連れていったら電車のおもちゃで遊んで５分後やっぱり寝ると言うので寝室に戻りやっと寝てくれたと思ってトントンやめたら薄目を開けてこっちを見るこうた。




即席紙芝居






2017/1/29
〈みな即席紙芝居〉
「ねずみとおおかみ」
　むかしむかし　あるところに　ねずみのおや子が　すんでいました。ねずみのおや子は　おもちが大好きで　まい日むらへいって　もちごめを　もらっていました。
　　　☆
　すあなにかえると　もちごめを　つきはじめました。「ぺったんどっこいぺったんどっこい」と　おもちをつき　みんなでたべました。
　　　☆
　あるひのこと　ねずみのおや子の　すあなのすぐちかくに　ねこをかっている　ちょうじゃが　ひっこしてきました。そのねこは　ぐうたらで　とても　せわのかかるねこでした。
　　　☆
　ねずみのおや子は　ねこがきらいで　とうとう　ねずみのおや子も　ひっこすことになりました。でも　まだいくところがないので　しかたなく　あと２つか　ここにいることにしました。
　　　☆
　２つかめのひ　いくばしょが　きまってなかったけれど　ねこがこわくて　しかたなく　でていきました。
　　　☆
　となりのむらまで　あとすこしというのに　この山のおおかみと　あってしまいました。ねずみのおや子は　こわくて　たたかいました。たたかって　たたかって　とうとうねずみが　かちました。そしてねずみは　まちにぶじつきました。
　めでたしめでたし。

みな「きゅうてんかいでしょ」
―――伏線が放ったらかし。見せ場のオオカミがネコっぽいけど30分で仕上げたにしてはよくできている。

2017/1/31
〈粗大ゴミの朝〉
こた「もうすこし、あしょびたかった」
パパ「もうすこし、遊んでるとこ見たかった」
―――みな１歳のときから６年間の思い出。





さよなら、すべり台







2017/2/2
〈保育園のお昼寝を短くしてほしい瞬間〉
　お友だちと晩ごはんを食べてさんざん遊んだ後お風呂に入れて布団に入ったらすでに21時でそこから絵本を読んでみなが３ページ目で寝たのにこたは目をぱっちり開けて電車の本を次々と求め12冊目を読み終えた23時すぎやっと寝てくれたとき。





鬼は外






2017/2/4
〈保育園の連絡帳から〉
「今日は豆まきをしました。鬼を怖がることなく豆まきしていましたが、たまに『鬼は内』になっていました」
―――うちでは鬼のお面（自作）つけて大興奮。（みなはマイペースでピアノ練習）

2017/2/5
〈深夜の独り言〉
　スパイダーマンのファンになったのは「大いなる力には大いなる責任が伴う（With great power comes great responsibility）」に大いなる共感を抱くからだ。
―――子育てをしていると、みんな、ほんとは弱いことに気づく。

2017/2/5
〈こたと留守番〉
こた「ぱぱ、あさおきたら、おはよっていうんでしょ」
パパ「そだよ」
こた「かえってきたら、おかえりでしょ」
パパ「そだよ。じゃ、寝るときは？」
こた「んーと・・・ごろりん！」
―――確かにパパは「ごろりんするよ」と言っている。


2017/2/5
〈スマ放置で難を逃れた瞬間〉
　こたを連れて外遊び用のスニーカーを買いに行った恵比寿ガーデンプレイスで多機能トイレ（かなり広い）に入ってジーパンを下ろして座って「ちょっと待っといて」と一息ついたら「ぱぱあけるね」と言ってドアの開けるボタンを押そうとするのを慌てて止めてスマホでプラレールの動画を探し出して再生してホッとする。
―――ほんとに焦った。

2017/2/6
〈近所のスーパー〉
　鮮魚売り場で晩ごはんを何にするか考えていたら右腕の買い物かごが不意に重くなりびっくりして隣を見たら年配の女性が次々と魚のパックを入れてきて「あの・・・」と声をかけたらこっちを見て「あ、すいません」と慌てて回収して10メートルほど離れた男性へと小走りで去っていった。
―――小さいときデパートの雑踏で母と間違えて違う女の人のスカートをつかんで気まずかった遠い記憶。


2017/2/6
〈深夜の独り言〉
　「働き方改革」とか言ってメディアは盛り上がってるけど実は企業（権力）側に立った「働かせ方改革」に過ぎなくて本当は一人ひとりが「生き方改革」をすることが大切なんだろうなあと人生における仕事の割合を１割未満に抑えたいと日々悩んでいる自分は思うのだ。

2017/2/11
〈背中に激痛、昼すぎ起きる〉
「ぎっくり背中」というらしい。
―――こた抱っこのしすぎか。

2017/2/14
〈ぎっくり腰の保育園送りは地獄〉
（出発）
・こたに靴を履かせる（痛っ）
・保育園バッグを持つ（痛っ）
・抱っこして自転車に座らせる（声出ない）
・自転車に乗る（痛っ）
（到着）
・自転車から降ろす（声出ない）
・そのまま抱っこ（息止まる）
・しゃがんで靴を脱がせる（痛っ）
・靴を下駄箱（下から２段目）に（痛っ）
・引き出し（最下段）に着替えを入れる（痛っ）
・オムツ入れ（床に置いてある）補充（痛っ）
・オムツを替える（痛っ）
・おもちゃ見てと集まるお友だちと話すのにしゃがむ（痛っ）
・こたに背中に乗られる（痛すぎて笑ける）

先生「こうた君、きょうも元気ですか？　・・・パパが元気じゃなさそうですね」
パパ「ぎっくり腰で、立ったり座ったりできなくて」
先生「こうた君、抱っこしなくていいようにしようね」
こた「きゃはきゃは！」
―――聞いてないな。

2017/2/14
〈お友だちと晩ごはん〉
こた「（お友だちの）○○ちゃんまま、だいすき〜」
みな「じゃ、こたくん、○○ちゃんは？」
こた「○○ちゃん、だいすき〜」
みな「じゃ、ねえねは？」
こた「ねえね、だいすき〜」
みな「じゃ、ママは？」
こた「だいすき〜」
みな「じゃ、パパは？」
こた「だいすき〜」
一同「よかった。みんな大好きで」
みな「じゃ、こたくん。こたくんは、すき？」
こた「・・・えー？！　こたくんは、ふたり、いないよ！」
―――いたら困る。





2017/2/15
〈ぎっくり腰の保育園お迎え〉
パパ「痛っ！　しゃがむと、やっぱまだ痛い・・・」
こた「ぱぱ、びっくりごし？」
みな「ねえパパ、こたが、びっくりごしっていってるよ。こた、びっくりじゃなくて、ぎっくりごしだよ」
こた「びっくりぼし？」
みな「パパ、こんどは、びっくりぼしだって」
パパ「こた、痛いの治して」
こた「えー？！　こたくん、できないよ！　びっくりぼし、なおすの」
―――もはや何なのか分からん。

2017/2/17
〈夕方のリビング〉
パパ「こたがずっと便秘で、うんちしてみようと思うから、みな手伝ってくれる？」
みな「うん、いいよ。こたくん、うんちしようね」
こた「・・・」
（パパが子ども浣腸の棚に向かうと、こた鋭く察知）
こた「かんちょう、やーだ！」
パパ「浣腸って言ってないのに、なんで分かんの？　バレちゃったから、もういいや。さ、おむつ外すよ」
こた「やーだ！　かんちょう、やーだ！」
パパ「みな、ちょっと脚を押さえてくれる？」
みな「わかった。こたくん、すぐおわるからね」
こた「やーだ！　やーだ！」
パパ「おむつ外してと・・・あれっ？！　こた、うんち、あるよ。いつしたの？　保育園から帰るとき？」
こた「？？？」
パパ「うんち、もう出てるよ。よかった。じゃ、またおむつ履こうか」
こた「・・・かんちょうしなくて、よかったね〜」
―――浣腸には鋭いのに、うんちには鈍い。




みえなくなるよ






2017/2/19
〈朝のリビング〉
こた「ねえね〜」
みな「なあに？　こたくん」
こた「みてみて〜！　みえなくなるよ〜」（と言って両手で目隠し）
みな「・・・あたりまえじゃん」
―――そこはノリツッコミやろ。

（30分後）
みな「こたくん、かわいいね〜。ぬいぐるみみたい」
パパ「お話するぬいぐるみだよ」
こた「きゅーきゅー」
みな「かわい〜い」
パパ「うんちするぬいぐるみだよ」
みな「それ、にんげんじゃん！」
―――ナイスツッコミ。

2017/2/21
〈保育園お迎え〉
先生「きょう身体測定しましたよ」
パパ「こたくん、大きくなったかな？」
こた「ぱぱ、ちょっとだっこしてみて、おもいから」
みな「いっつも、おもいでしょ！」
―――ぎっくり腰まだ治らない。





2017/2/22
〈夕食のテーブル〉
こた「うえーん！」
パパ「グラタンの盛り方イヤだからって、そんなに力いっぱい泣かなくても」
こた「・・・もものかるぴすのんだら、なきやむよ」
パパ「桃のカルピス？　しゃあないな、作ってあげるよ・・・はい、どうぞ」
こた「なんで、おみずいれるの？　うえーん！」
パパ「そのままだと濃いからだよ」
こた「こい？　こいじゃないよ！」
パパ「カルピスそのままだと濃いよ。ねえねも薄めて飲んでるよ」
みな「そうだよ、こたくん。ねえねも、おみずいれてるよ」
こた「ちがうよ！　こいだんすの、こいじゃないよ！」
パパ「・・・そやな」
―――恋ダンスて。

2017/2/24
〈夕食後のリビング〉
こた「ぱぱ、ろけっとって、うちゅうにいくの？」
パパ「そうだよ。宇宙に行くよ」
こた「ぼーんていくの？」
パパ「そうだよ。ボーンって飛ぶよ」
こた「うちゅうの、どこまでいくの？」
パパ「えーと・・・どこまでも行けるよ」
こた「どこまでも？」
パパ「そうだよ。でも人間が行ったのは、お月さままでかな」
こた「うちゅうって、うちゅうじんがいるの？」
パパ「えーと・・・そうだね、いるかもね宇宙人」
こた「ぱぱ、おつきさま、とれる？」
パパ「取れるかい！」
―――絵本では取ってるけど。

2017/2/26
〈パパ冥利に尽きる瞬間〉
・みながママのお出かけに付いていくと言った後こたがパパとお留守番すると言い張る。
・お友だちを招いた晩ごはんで大量のサラダをお友だちママが平らげレシピを聞かれる。
・みなの小学校帰り同級生ママから今度うちに遊びに来ませんかと誘われＬＩＮＥ交換。





ねこ化






2017/2/26
〈昼のリビング〉
みな「ねえパパ、こたが、ねこちゃんになったよ」
パパ「うわっ、しっぽも付いてる」
こた「にゃー、にゃー」
みな「パパみて。けいとのたまを、とろうとするよ」
こた「にゃー、にゃー」
（こた、毛糸の玉を取ろうとして転ぶ）
こた「にゃー！！！」
パパ「こた大丈夫？　抱っこしようか。よしよし」
こた「にゃー、にゃー・・・ぐすん」
―――痛いときはネコじゃなくていいよ。

2017/2/27
〈早朝出勤〉
　みなにもらった誕生日プレゼントの手編みマフラーで仕事。誰からもツッコまれない。





違和感なし？







2017/3/1
〈朝のそもそも論〉
　「働かせ方改革」で忙しいときは月１００時間まで残業とか言ってるけど８時間しっかり寝て自分や家族の時間をゆっくり楽しむには１日６時間労働くらいが関の山で本当はそういう世の中をめざす日本であってほしいと思いながら朝ごはんを作ってまだ寝ている子どもたちに行ってきますと声をかける。

2017/3/2
〈お迎えの帰り道〉
こた「わあー、おそらがひかってるよ」
みな「こたくん、あれはおそらじゃなくて、おひさまがひかってるんだよ」
こた「おひさま？」
みな「おひさまはね、もうすこしで、ねんねのじかんだよ」
こた「ねんね？」
みな「そうだよ。おひさまがねんねしたら、おつきさまがおきて、でてくるんだよ」
こた「おつきさま？」
みな「そうだよ。そうやって、バトンタッチするんだよ」
こた「ねえね、たっちしよ！」
みな「いいよ！　タッチ！」
―――いつか見た空へ自転車押しながら、パパはほっこり幸せでした。

2017/3/2
〈みな保護者会〉
　仕事を切り上げて終わり際に教室に着いたら黒板に「１の２見て見てハッピーかい」と書いてあってママばかり20人ちょっとが子どもたちの成長ぶりにぐすんぐすん泣いていて周回遅れのランナーな気分になったけど子どもから「おとこがきた」と言われて泣けなくなった。
―――メッセージカードもらった。






見て見てハッピー






2017/3/3
〈みな放課後お友だち宅〉
　夕方お迎えに行ったらそのまま６家族ごはん会になだれ込んで女の子６人ママ６人とテーブルを囲んでいたたまれなくなった矢先こたがドアにぶつかって大泣きして抱っこすることになり男２人の世界に浸れてホッとした花の金曜日（死語？）。





お友だち宅は女の世界








2017/3/5
〈こたとお風呂〉
（こた、ロケットのおもちゃを持って湯舟に沈める）
こた「ぱぱ、ろけっと、はっしゃするよ！」
パパ「いいよ。ぼーんって打ち上げる？」
こた「いくよ〜！　さん、に、いち・・・」
（こた、目をつぶって思いっきりジャンプ）
パパ「自分が打ち上がるんかい！」
―――ロケットのおもちゃはどうした。





2017/3/7
〈こたテーブルマット　みな作〉
食前「ぜんぶ　たべられる？」
食後「ぜんぶ　たべれたね！」
―――最近食べさせるのに苦労してるから助かる。





たべれたね！








2017/3/4
〈朝のリビング〉
みな「こたくん、ねえねのは（歯）、きのう、ぬけたんだよ。みる？」
こた「みる！」
みな「はい、これだよ」
こた「わあー、ぬけちゃったねえ」
パパ「ほら、ここだけ歯がないよ」
こた「これじゃあ、ごはんが、たべれないよ」
みな「あはは！　かわいい」
パパ「どうしたらいいかな」
こた「ねえね、たいへん！　びょういんいかなくちゃ！」
―――本当にびっくりしたみたい。




かわいいしょう






2017/3/12
〈みなから、こたへ〉
　♥かわいいしょう♥
　あなたは　へいせい29年ど　２０１７年のかわいいしょうで　みごとに１いになり　そしていまでも　かわいくしているので　よって　これをしょうします。
　☆かわいさ（☆が10このうち）☆☆☆☆☆☆☆☆☆こです。これからも　かわいくしてください♥
―――☆９個なのは「おんなのこじゃないから」だって。






2017/3/13
〈夕食のテーブル〉
みな「ごちそうさまでした！　さ、あそぼ」
パパ「あれっ？！　カルボナーラ食べないの？」
みな「うん。ピザたべたらおなかいっぱいになった」
パパ「みな、家ではけっこう残すよね。給食ぜんぶ食べるのに」
みな「だって、きゅうしょくはレシピどおりにちゃんとつくってるけど、パパはレシピみないで、てきとうにつくってるんだもん」
―――味で評価してくれ。




いまむらぱぱ？






2017/3/14
〈朝のリビング〉
こた「ぱぱ、これなに？」
パパ「名札だよ。きのう仕事で使ったんだよ。こたのお名前は？」
こた「いまむらこうた」
パパ「お、言えた。こたの名札も作るよ。はい、どうぞ」
こた「ありがと。ぱぱのおなまえは、いまむらぱぱ？」
―――ちゃいますよ。

2017/3/14
〈ヒツジの群れに迷い込んでしまったオオカミの気持ちが分かるかもしれない瞬間〉
　みなとこたのお友だちママとごはんした後バレエ教室と保育園のＬＩＮＥグループに誘われて入ってみたらメンバーが全員ママだったのでプロフィール写真をかわいいイチゴの料理に変えてみた。
―――オオカミの皮をかぶったオオカミです。





タブレット中毒






2017/3/15
〈夕方からのリビング〉
（ごはん前）
パパ「ねえね、そろそろごはんだよ」
みな「えー？！　まだ、もんだいやりたい」
パパ「あと一つだけだよ。こた、先にごはん食べるよ」
（ごはん後）
パパ「ねえね、そろそろおふろ入るよ」
みな「えー？！　まだ、もんだいやりたい」
パパ「あと一つだけだよ。こた、先におふろ行こ」
（おふろ後）
パパ「ねえね、そろそろ寝るよ」
みな「えー？！　まだ、もんだいやりたい」
パパ「まだやんの？　あと一つだけだよ。こた、先にお布団のとこ行こ」
―――届いたばかりのタブレット教材の依存性がすごい。

2017/3/16
〈変な約束するんじゃなかったと後悔する瞬間〉
　こたがイヤなことがんばったらご褒美に大好きな焼きそばを作ることになっていて焼きそば率が最近高まってるなと思ってたら大抵みなが「こたくんがんばったらやきそばだよ」と促していることに気づいた。
―――みなも焼きそば好き。

2017/3/17
〈遠足の朝〉
パパ「こた、お弁当だよ。こたの好きな、おかかおにぎりと、からちゃん（唐揚げ）入ってるよ」
こた「あ、からちゃんだ！」
パパ「ブロッコリーも、こたの好きな八宝菜の味にしたよ」
こた「・・・ぶろっこり、やーだ！」
パパ「お野菜も食べなくちゃだよ」
こた「やーだ！　ぶろっこり、やーだ！」
パパ「ちょっとだけだから」
こた「やーだ！　やーだ！　うえーん・・・」
（30分たっても泣きやまないので、抱っこしながら説得）
パパ「食べれなかったら残していいよ。でもパパがんばって作ったから、こたも、がんばって食べてほしいな」
こた「・・・ぶろっこり、がんばってたべる。ぐすん」
―――完食がんばった。




（上）朝　（下）夕






2017/3/20
〈深夜の独り言〉
　みなが小学生になってそろそろ１年かクロール25メートル泳いだり漢検10級合格したりピアノ両手で弾いたりして時のたつのは速いなあとしみじみする一方もうすぐ３歳になるこたはちょっとしたことで泣いたり抱っこしないと充電切れたりトイレできなかったりまだまだ赤ちゃんで時のたつのは遅いなああれっ時間の感覚おかしいぞと思うけどどっちが本当なんだろう。

2017/3/20
〈朝のリビング〉
（動物の話題になって）
パパ「こた、ライオンさんって、どんな動物？」
こた「らいおんさんはね、いちばん、はやい！」
みな「いちばんはやいのって、チーターじゃない？」
パパ「そだね。こた、ライオンさんって、いちばん何だろう？」
こた「らいおんさんって、いちばん・・・ゆっくり！」
みな「あはは！　ゆっくりだって！　じゃ、こた、カタツムリは、いちばんなに？」
こた「かたつむりは、いちばん・・・ぐいっぐいって、うごく！」
―――なんじゃそりゃ。

2017/3/22
〈寝かしつけの寝室〉
みな「ねえパパ、これよんで」
パパ「ねむりひめか。いいよ。こたには、あとで電車の絵本を読んであげるよ」
こた「はーい！」
パパ「昔、ある国に、幸せな王さまと、お妃さまがいました」
こた「ぱぱ、なんていった？」
パパ「王様とお妃さまがいたんだよ・・・あるひ、お妃さまのところに、金色のカエルがやってきて・・・」
こた「ぱぱ、なんていった？」
みな「こうた、えほんのじゃま！」
パパ「カエルがきたんだよ・・・やってきて、１年たたずに、女の子を授かるでしょう、と告げました」
こた「ぱぱ、なんていった？」
パパ「女の子が生まれるよ、だって・・・そして、その通りに・・・」
こた「ぱぱ、さいしょから、よんで」
―――無理。

2017/3/24
〈深夜の独り言〉
　修了式を終え春休みに入るみなからお友だちのいる放課後クラブに行くより家でパパといたいと言われ日本酒が進む。

2017/3/24
〈朝のリビング〉
パパ「昨日の晩ごはん、からちゃん（鶏の唐揚げ）結構なくなってたね」
みな「○○ちゃん（遊びにきてくれたお友だち）が２こたべたよ」
パパ「きのう作ったの何だっけ？　えーと・・・おでんと、からちゃんと、長芋そうめんと、ごはん」
みな「なにそれ。ぜんぶ、しりとりでまけてるじゃん、いっぱつで」
―――味の感想をお願いします。

2017/3/25
〈深夜の独り言〉
　みなの小学校の卒業式に行ったら校庭で18人だけの卒業生が星野源の恋を一緒に歌い踊ってて若くて広がる可能性にうらやましいなと思うと同時にそのつながりをずっと大切にしてほしいと願う大人になってしまった子ども目線で涙が出た。

2017/3/27
〈雨上がりの散歩〉
こた「ぱぱ、これなに？」
パパ「お墓だよ」
こた「おはか？」
パパ「死んだ人にごあいさつするところだよ。死ぬって分かんないよな・・・こたは、生きてる？」
こた「こうた、いきてる」
パパ「そだね。生きてるから、こうして抱っこしてるとあったかいけど、みんな、いつか動かなくなって冷たくなるときが来るんだよ。それが死ぬってことだよ。まだ分かんないか」
こた「こうた、わかんない」
パパ「そっか。パパはあったかいから、生きてるでしょ」
こた「いきてない！」
―――まさかの回答。

2017/3/28
〈春休みは放課後クラブ〉
パパ「みな、お弁当、何の動物がいい？」
みな「どうぶつじゃなくていいよ」
パパ「え？！　なんで？」
みな「どうぶつ、あきた」
―――ちょっと寂しい。

2017/3/30
〈深夜のキッチン〉
　明日あさっての朝ごはんと晩ごはんに加えてお弁当まで10品以上を下準備して献立とレシピがこんがらがってきたので一息ついたら小学生のころ毎日仕事を終えた母が大きなスーパーの袋をさげてきょうだい３人の待つ家に帰ってきたスクーターの遠いエンジン音をなぜだか思い出した。





弁当は鶏そぼろ









映画なんとか間に合った






2017/4/4
〈みなこた連れて映画へ〉
パパ「あ、カギ忘れた。おうち戻ろ」
みな「もうパパ、わすれんぼうなんだから」
（いったん戻って再び出る）
パパ「あ、リュック忘れた。おうち戻ろ」
みな「もうパパ、わすれんぼうなんだから」
（また戻って再び出る）
パパ「あ、お財布忘れたかも。あ、あった」
みな「もうパパ、わすれんぼうなんだから。これで３かいめだよ」
パパ「こた抱っこすると、ぜんぶ持った気になっちゃうんだよね」
みな「おっきな、にもつみたいなもんだからね」
―――忘れ物のたびに取りに戻るのが一苦労。

2017/4/7
〈夜勤明けの朝〉
みな「ねえパパ、おきて！」
パパ「ん・・・まだ眠い」
みな「おきて！」
パパ「さっき帰ってきて寝たばっかりだよ」
みな「きょうは、しぎょうしきで、おべんとうだよ！」
パパ「そっか・・・え、まじで？！　何にも準備してないよ」
みな「だから、おきてよ。もう、がっこういくじかんだよ」
パパ「わかった起きる」
（20分で何とかハンバーグ鶏そぼろ弁当）
みな「あ、ハンバーグだ。ありがと。いってきまーす」
―――ひさびさ焦った。写真も撮れず。

2017/4/8
〈みなこたとお出かけ〉
（広尾のカフェ。隣のテーブルの女性２人に）
こた「いまむらこうたです！」
女性「こうたくん？　よろしくね。何歳ですか？」
こた「にしゃいです！」

（みなのピアノ教室に移動。初めて会う先生に）
こた「いまむらこうたです！」
先生「よろしくね」
こた「にしゃいです！」
みな「こうた、かってにじこしょうかい、しすぎ！」
―――男の人には自己紹介しない気が。

2017/4/9
〈花見弁当〉
・サンドイッチ３種
（鶏もも肉のコンフィと目玉焼き、スモークサーモンとクリームチーズ、しっとり豚カツ）
・焼きおにぎり
・カラメル栗ケーキ
―――けど雨のような。





花見弁当






2017/4/10
〈雨上がりのお花見〉
　こたが公園のぬかるみで思いっきり転んで泥だらけになり泣きながら「ぱぱだっこ」と言うから抱っこでレジャーシートに連れ戻って下着と上下の服を着替えさせた途端「ままだっこ」と移動して爽やかに抱っこしてもらった隣にＴシャツ泥だらけのパパがたたずむ。

2017/4/12
〈みな放課後お友だちの家へ〉
　こたをお迎えして立ち寄ったらちょうどお友だちパパが帰ってきて平日まだ明るいのにパパ２人と子どもたちで遊ぶことになり帰り際お友だちママに「パパ同士で子どもと遊ぶの斬新」と言われたけどこれが斬新じゃない世の中に早くなってほしい。

2017/4/14
〈朝のリビング〉
こた「ぱぱ、あのさ」
パパ「なあに？」
こた「こ、こ、こ、これさ」
パパ「これが？」
こた「こ、こ、こ、こ、こ、こ、こ、こ、こ、こうたがさ」
パパ「こうたが？」
こた「こ、こ、こ、こ、こ、こ、こ、こ、こ、こ、こ、こ、こわしちゃったからさ」
パパ「壊しちゃったから？」
こた「なおして！」
―――にわとりか。

2017/4/17
〈こたにストライダー注文〉
「転倒児の衝撃を和らげるクッション入りハンドルバーパッド」の（たぶん）誤字をカタログ開いて１秒で見つけたのは仕事のしすぎかな。
―――こたは「すとらいばー」と言っている。





転倒児って










ひよとり！






2017/4/21
〈朝のリビング〉
パパ「昨日お友だちにもらったシリアル、おいしい？」
こた「おいしいよ」
みな「こたくん、はこに、ニワトリがかいてあるよ」
こた「にわとり！」
みな「ちゃいろいのは、なに？」
こた「ちゃいろい、にわとり！」
みな「じゃ、きいろいのは？」
こた「・・・」
みな「こたくん、ヒントだよ。ひよ・・・？」
こた「ひよとり！」
―――よくそこからボケれるな。

2017/4/22
〈深夜の独り言〉
　話しても話しても縮まらない君との距離はぎゅっと抱きしめたらなぜか繋がった気になるんだね。
―――こた保育園送りの別れ際。

2017/4/24
〈深夜の独り言〉
　子育て世代にとって仕事を早く上がれば自由時間が増えるというのは全くの幻想で早く上がれば上がるほど子どもとの時間が増えてむしろ疲れるのが現実だから家に帰らず飲みに行きたくなるのも不思議はなくて働いていてもいなくてももっと周りが子どもの面倒を見てくれるようにしないといつまでたっても子育てしやすい世の中にはならないなんてつぶやいたらやっぱり子育ては自己責任だとか言われるのかな。




2017/5/1
〈こた保育園送り〉
　さいきん走るのが大好きで家を出てすぐ走りたいと言うからパパだけ自転車に乗ってゆっくり並走していたら大通りに出てもまだ走っていていつもは温かく感じる周りの視線が虐待と思われないか気になって乗りたかったら乗っていいよと声をかけてみた自分は何やってんだろ。

2017/5/2
〈昼どきのスタバ〉
　コーヒーを注文したレジで背中のバッグから手探りでニット帽を取り出したら紙おむつだった。

2017/5/3
〈プラレール博、こたと２人で〉
　夜勤明けで出発→幕張まで電車１時間ちょい（ずっと抱っこ）→駅から10分歩く（ずっと抱っこ）→すごい行列で入場まで１時間（ずっと抱っこ）→待ち疲れて寝る子、泣く子続出（こたは大丈夫）
―――つかれーる。




疲れて寝ちゃったプラレール博






2017/5/3
〈大混雑プラレール博〉
パパ「こた、プラレール釣りやる？」
こた「やりたい！」
パパ「あ、でも60分待ちだって。出口のお店で何か買ってあげるから、我慢できる？」
こた「・・・がまんする」

（出口のお店で）
パパ「この棚から、何か選んでいいよ」
こた「えーと・・・これ！」
パパ「新幹線のみずほだね。じゃ、お金払いに行こうか。あ、レジ90分待ちだって。おもちゃ屋さんで、同じの買ってあげるから、我慢できる？」
こた「・・・がまんする」

（駅への道で）
こた「ねえぱぱ、まもって！」
パパ「ん？」
こた「まもって！」
パパ「何が？　あ、さっきの約束のこと？」
こた「まもって！」
パパ「約束、ちゃんと守るから安心していいよ。こた、ちゃんと我慢できるようになって、えらいねえ」
―――いつの間にか抱っこで、すやすや。おもちゃ屋さんに着くと、ちょうど目を覚ました。





苦心の立体交差






2017/5/4
〈帰省先の居間〉
　こたが同じカーブ半径のプラレールを同時に走らせないとヤダと泣きわめいて平面では不可能なことに気づき大人３人と小学生１人があり合わせの物で30分かけて実現した立体交差。

2017/5/10
〈スタバで一息〉
　リクルートスーツの就活生を見ながら将来みなこたも就活するのかなと思いを巡らせていたら目の前の男子がエントリーシートの自己ＰＲ欄に大きな文字で「走り出したら止まりません」と書いている。
―――志望先がＪＲ東海だから？





2017/5/12
〈こた保護者会　保育士さんの言葉から〉
子どもが元気すぎて休日に公園で８時間くらい遊ぶとの悩みに―――
「８時間・・・勤務時間と同じですね」
ドレスを着て喜ぶ男の子について―――
「いつか『ボク、おとこのこだから』というときが来ます。でも、そういうのが好きなら、それはそれでいいと思います」
食べ物は持ってこないでとの注意で―――
「どうしても忙しくて、食べながら来ることもあると思います。そのときは保育園の玄関前で『ごっくんしようね』と言ってください」
着替えや持ち物についての説明で―――
「新しい靴を持ってくるときは『きょうから、これがキミのだよ』と見せてから来てください。保育園で履かせようとして『これ、ボクのじゃない！』と言われちゃうので」
―――若い男の先生。





2017/5/13
〈お友だち家族とタコ焼きパーティー〉
３歳女の子（天井を見上げて両手を広げ）「ねえ、ゆきだるまして！」
パパ「・・・かたぐるまやろ？」
―――語感は似てる。

2017/5/14
〈雨の休日〉
（商店街で）
パパ「こた、水たまりは、よけて歩くんだよ」
こた（地面を見て歩きながら）「・・・みずたまり、あっちいけ！」
―――自分が動いてください。

（家の近くで）
パパ「おんぶするの、久しぶり。こたの顔、見えないなぁ」
こた「ここだよ！」（と言って背中から身を乗り出す）
パパ「あ、ちょこっと見えた」
こた「ぱぱ、こうたくん、いないとおもった？」
―――そんなわけないやん。

2017/5/15
〈みなこた帰り道〉
みな「ねえ、ぱぴょ」
パパ「なあに」
みな「こんど、スイートポテトつくって」
パパ「前から作ってるよ」
みな「そうだっけ？　エッセンシャルオイルいれて？」
パパ「それって、お肌に塗るやつやろ」
みな「ん？　なんだっけ？」
パパ「バニラエッセンスとか、バニラオイルなら入れるけど」
みな「そう！　バニラエッセンス。としょしつで、つくりかたをうつしてきたよ」
パパ「一緒に作るなら、週末かなあ」
―――作ってほしいリクエストが難しくなっていく。












2017/5/15
〈こた寝かしつけ〉
こた「ぱぱ、しんかんせんのごほん、よんで」
パパ「わかったよ。『はしる！　新幹線かがやき。まーくんと、かなちゃんは、お父さんと３人で東京駅にやってきました』」
こた「なんで？」
パパ「なんでだろね・・・『新幹線にのって、金沢へりょこうにいくのです』だって」
こた「なんで？」
パパ「金沢は、おいしいものというか遊ぶとこがいっぱいあるからだよ・・・『東京から金沢へ新幹線がとおったんだよ、とお父さんがいいました』」
こた「なんで？」
パパ「新幹線て速いでしょ。早く金沢で遊びたいんじゃない？・・・『３人は、新幹線のかいさつにやってきました』」
こた「なんで？」
パパ「新幹線に乗るからだよ・・・」
―――金沢が遠すぎる。

2017/5/16
〈深夜の独り言〉
　社内のイベントにパネリストとして参加して仕事と家庭の両立のコツをいきなり問われてとっさにマラソンに例えてみんな必死に走ってる中でスローダウンするとどんどん抜かされて悔しいけど沿道に咲いている小さな花に気づいたり応援に手を振ったり途中アイスを食べたりして見えなかった景色が見えて子育ての間だけそういうのもいいですよと答えたけど普段から思っていることを案外うまく言語化できたかも。





2017/5/17
〈朝のリビング〉
パパ「眞子さま結婚するんだって」
みな「だれ？」
パパ「えーと・・・日本のプリンセスみたいな」
みな「えっ！？　にほんにもプリンセスいるの？」
パパ「天皇陛下って知ってる？」
みな「しらない」
パパ「難しいな・・・日本の王さまみたいな感じかな」
みな「にほんにも王さまいるの？」
パパ「王さまって、だいたいわがままで、家来に命令ばっかりするでしょ。天皇陛下は、そんなことないよ」
みな「王さま、わがままじゃないよ」
パパ「あ、ディズニーの王さまは優しいか。皇室って分かる？」
みな「わかんない・・・あっ、こうしつかきぞめ！」
パパ「それは硬筆。天皇陛下は昔は日本で一番偉かったけど、いまは総理大臣がいるでしょ」
みな「あ、そうか」
パパ「王さまは、その子どもが次の王さまになるから、わがままになりやすいんだって。それで、だんだん『王さまなんて、やめちゃえ！』ってなって、みんなで一番偉い人を選ぶようになったんだよ」
みな「ふーん」
パパ「難しいな・・・歴史を習ったら分かるよ」
―――説明が今までで最高難度。





長～いレシピ指示






2017/5/20
〈明日こたバースデー〉
　深夜に帰宅したらテーブルにバースデータルトのレシピ指示。ひらがな40行。みなが図書室で写してきたらしい。
―――だんだん長くなってる。




2017/5/23
〈朝のリビング〉
こた「ねえぱぱ、あひるみたいにして！」
パパ「ん？　アヒル？」
こた「あひるみたいにして！」
パパ「なんだろ」
みな「アヒルさんのおやこみたいに、ついてきてってことじゃない？」
パパ「そうなんかな・・・じゃ、ついてくよ」
こた「こっちだよ〜」
―――親子が逆。




髪すっきり






2017/5/27
〈こた初めて散髪〉
　カット前を撮り忘れたけど、だいぶ男の子になった。
―――セルフカット歴10年以上の腕がちょっと役立った。





2017/5/28
〈早朝のリビング〉
パパ「あ、こた、おはよ。朝ごはん作ってるよ」
こた「ぱぱ、お、お、おみせって、あ、あ、あいてる？」
パパ「まだ７時だから、開いてないよ。あ、でもコンビニなら開いてるよ」
こた「ぱぱ、こんびにって、が、が、がりがりくん（アイス）うってる？」
パパ「売ってるよ」
こた「まま〜！　ぱぱが、こんびにで、がりがりくん、うってるよって、ゆったよ〜！」
―――買ってくれないとヤダという展開が予想されるけど、ウソはつけない。



2017/6/5
〈昼すぎの職場〉
　すごく忙しい時間帯に部長席から大声で呼び出されて何かと思って行ったら固定電話の受話器を渡されたので耳に当てると保育園の先生から発熱したので早く迎えにきてほしいとの連絡で周りの目が気になったけど逆にスマホへの連絡よりも早く帰りますと言い出しやすくて良かったかも。

2017/6/7
〈こた保育園やすみで長い一日〉
（昼、文房具屋さん）
こた「ぱぱ、みて。すいせんだよ」
パパ「ん？　スイセンて、お花？」
こた「すいせん！　ぱたんてするの！」
パパ「・・・もしかして、あそこに売ってる、扇子？」
こた「うん！　せんすい！」
―――潜ってる。

（夕方、リビング）
こた「ねえぱぱ、かくれんぼしよ」
パパ「えー？！　パパ、ごはん作ってるよ」
こた「ねえぱぱ、かくれんぼしよ。ねえぱぱ、かくれんぼしよ。ねえぱぱ、かくれんぼしよ」
パパ「しょうがないな、１回だけだよ」
こた「ぼく、ここにかくれるから、ぱぱ、むこうだよ」
パパ「ここに隠れるんだね。じゃ、10数えるよ。いーち、にーい・・・もーいーかーい」
こた「もーいーよー」
パパ（探したふり10秒）「あ、こた、いた！」
こた「きゃははは！　みつかっちゃった！」
―――何がおもろいねん。

（夜、お風呂）
パパ「こた、なかなかうんち出ないね。どこに溜まってるのかな」
こた「ぼくのうんちね、あしだよ、あし」（といって足首を指す）
パパ「え、そんなとこ？！」
こた「ここからね、ぐい〜って、ここ（脚）をとおって、おしりから、ぽとって、でるんだよ」
パパ「そうなんだ。でも、足に入ってるように見えないよ」
こた「ほらみて、ここ（くるぶし）、ぼこって、なってるよ」
―――新説。

2017/6/7
〈うんちトレーニング＠トイレ〉
パパ「こた、うーんって、おなかに力いれてごらん」
こた「できない・・・えーん・・・」
パパ「泣かなくてもいいんだよ。座ってても、立ってするのと同じだよ」
こた「・・・おしっこが、でちゃうの」
パパ「みんな、そうだよ」
みな「こたくん、さいしょに、おしっこがでてきて、おそとはたのしいかな？　どうかな？って、しらべてくれるんだよ。それで、おそとはたのしいよっていったら、うんちがでてくるんだよ」
―――ナイス説明。





おばあちゃん頼みました






2017/6/8
〈おばあちゃんヘルプ〉
　どうしても仕事を外せず新幹線で１日だけ来てもらうのにややこしい指示書を置いて家を出る。

2017/6/10
〈こたみなテニス帰り〉
こた「つかれたから、あるくのやだ〜。じてんしゃ、のりたい〜」
お友だち「こうたくんて、メンタルよわいね」
―――３さいだからね。

2017/6/11
〈深夜の独り言〉
　夜勤上がりに家のカギ忘れたことに気づいてしばらく凹んだあとインターホン鳴らすと子どもたちまで起きちゃいそうで悪いから久々朝まで飲むかと思ったけどみんなが起きる時刻まであと４時間くらいあってどうしよう。
（その後）
　ある程度明るくなるまで飲んで近くの公園に移動して本を読みはじめたもののあまりに眠いので家に帰って一度だけインターホン押してみたけど反応なく公園に戻ろうととぼとぼ歩く途中でスマホに着信がありカギ開けてもらった。
―――心配してくださった（？）みなさまお騒がせいたしました。

2017/6/11
〈夕食のテーブル〉
こた「とうろもこし！」
みな「こたくん、と、う、も、ろ、こ、し、だよ」
こた「とうもろし！」
みな「と、う、も、ろ、こ、し」
こた「とうころもし！」
―――わざとに違いない。

・焼きとうもろこし
・焼き芋
・きんぴら大根
・ポークソテーもやし炒め
・手巻き寿司




ころもし








こう？






2017/6/12
〈朝の玄関〉
パパ「こた、保育園行くよ。お靴はいて」
こた「はーい」
パパ「さ、行こか・・・こた、お靴が逆さまだよ」
こた「・・・こう？」
―――履き直そうよ。

2017/6/14
〈朝食のテーブル〉
みな「ねえパパ、わたし、ときどき思うんだけどさ、なんでパパ、しんぶんきしゃになったの？」
パパ「なんでだろ・・・パパ、ものを作るの好きでしょ？　新しいことを書くのが好きだからかも」
みな「そうなんだ。なんで、しゅふにならなかったの？」
パパ「え、なんで？」
みな「だってさ、しゅふだったら、カレーとか、もっとおいしくつくれるでしょ」
パパ「いまは美味しくないってことか・・・でも、主夫だからって、お料理うまくなるとは限らないよ」
みな「なんで？　だって、しゅふだったら、いろんな人にたべてもらうでしょ」
パパ「パパ、いまも毎日ごはん作ってるし、ときどき色んな人に食べてもらってるよ」
みな「そうじゃなくてさ・・・」
ママ「みなちゃんの言ってるの、シェフじゃない？」
みな「あ、シェフか。しゅふ？ってなんだっけ？」
―――謎が解けた。





赤く点滅　ホタル状態






2017/6/16
〈小学校ホタル祭り〉
　ＰＴＡで交差点誘導係。金曜夜の恵比寿の大通り、人が多くて恥ずかしい。
―――子どもより大人の方が交通ルール守らないことが分かった。





せっかく来たのに






2017/6/18
〈みなこたパパお出かけ〉
　リクエストに応えて電車で１時間かけて科学館に来たのに中をちょっと回ったあと外の公園で仲良くなった子と鬼ごっこしたりアリの巣見つけてほじくったりかき氷を食べたり家の近くでもできたやないかいと思うけど楽しそうだからまあいいか。





2017/6/20
〈深夜の独り言〉
　毎食ごはんを作っていると子どもと遊ぶ時間が削られてもどかしいけどリクエストのおかずをテーブルに並べた途端に早く食べたいと集まってきて一気に報われた気がするからやめられない。

2017/6/23
〈お友だちと一緒に夕食〉
　食後に食器を洗っていたら宿題のスイミーを大きな声で一緒に音読するのが聞こえてきてスイミーがマグロに襲われて仲間を失ったあと海を泳ぎながらすばらしい生き物がたくさんいることに気づく場面に引き込まれて涙が止まらなくなりテーブルに残ったアジフライと焼きマグロが目に入って我に帰る。

2017/6/23
〈深夜の独り言〉
　夏が近づき掛け布団をしまってからというもの並べた敷き布団の上で縦横無尽に寝ている子どもたちの合間を縫って横になるのはそもそも大変な上に子どもの頭に足が当たらないようにとか自分が蹴られないようにとか動きを予測しながら難しいパズルを解かなければならずやっとのことで壁際のわずかなスペースを見つけて収まったら案の定こっちにゴロゴロ寄ってきて再パズルを迫る。






ほしになりたい






2017/6/26
〈七夕恒例お願い事〉
　きらきらぼしになりたいです　いまむらこうた



2017/7/5
〈深夜の独り言〉
　偉くなればなるほど偉そうにしない方がいいと思うのに偉い人が集まる場に行くと大抵みんな偉そうにしていてうんざりするから偉くなんてならない方が偉いような気がしてきた。






あなそげ






2017/7/5
〈朝のリビング〉
こた「ぱぱ、あ、あ、あ、あせだくしたよ」
パパ「ほんとだ。汗だくだ。長袖なんか着るからだよ。しかもヒートテック」
こた「おくび、ふきふきするね」
パパ「そんな大っきなバスタオル使わないでよ。洗うの大変」
こた「あーすっきりしたね」
パパ「長袖なんて着てるお友だち、いないでしょ」
こた「えー！？　いるよ。あなそげ」
パパ「ほんとに？」
こた「おそでがね、な、な、な、ながーいよ」
パパ「保育園行くまでに半袖に着替えるよ」
こた「やーだ！　あなそげきてく！」
―――３歳児のこだわりはよくわからん。







ぱぱも、ぷーる、はじまった？






2017/7/11
〈みなこたと晩ごはん〉
パパ「みな、きょうのプール、何時間目だった？」
みな「３じかんめだよ。２じかんちょっと、およいだよ」
パパ「そっか。けっこう長く泳ぐんだね」
こた「ぼ、ぼ、ぼ、ぼくね、ほーくえんでね、ぷーるがね、はじまるんだよ」
パパ「そうだね。あした水着持ってかなくちゃ」
こた「ぱぱ、これなに？」
パパ「パパの水着だよ。きょう泳いできたよ」
こた「ぱぱ、おしごとで、ぷーる、はじまったの？」
―――お仕事はプールないよ。







ぱそこんさん、はやくして！






2017/7/20
〈朝のリビング〉
こた「はやくして！」
―――テレビに音声認識を導入してから色んな家電に話しかけたり怒ったりするようになった。

2017/7/22
〈昼ごはん、こた暴走〉
こた「ごはん、たべない！」
パパ「ごはん食べないと、おやつも、なしだよ」
こた「こんなの、いらない！」
（ごはんの器を床にひっくり返す）
パパ「食べ物を粗末にしちゃダメだよ。ちゃんと片付けるんだよ」
こた「やーだ！　ぱぱがかたづける！」
パパ「片付けるまで、お出かけしないよ」
こた「やーだ！　ねえね（ピアノの発表会）と、いっしょにいく！」
パパ「片付けるまで、パパとお留守番だよ」
こた「やーだ！　こんなのも、いらない！」
（そうめんをひっくり返した上、器を投げる）
パパ「危ない！　ちょっとこっちに来なさい。こんなの投げていいと思っているの？」
こた「いいの！」
パパ「床きれいにするんだよ。はい、ぞうきん」
こた「こんなのいらない！　おようふくも、いらない！」
（なぜか上下とも脱いで裸ん坊に）
パパ「なんで脱ぐの？」
こた「おしっこ、でる！」
パパ「ちゃんと片付けたら、トイレ行くよ」
こた「やーだ！」
（やだやだ泣きわめいて約30分。やっと落ち着く）
パパ「ちゃんと、ごめんなさいが言えたら、パパ一緒に片付けるよ」
こた「・・・ごめんなさい。いっしょに、かたづけて。すんすん」
パパ「一緒に片付けるから、約束してね。ごはんはちゃんと食べること。食べ物は大事にすること。物は投げないこと。分かった？」
こた「・・・わかった」
パパ「じゃ、一緒にふきふきしようか」
―――２人とも、そうめんまみれになって、一緒にシャワーを浴びた。

2017/7/23
〈昼下がりのリビング〉
みな「こたくん、かわいいね〜」
パパ「こた、なにしてんの？　ソファで」
みな「てんごくに、いってるの」
パパ「天国？　・・・なんだ、お昼寝か」
みな「てんごくでね、はねがはえて、てんしになってるんだよ」
―――昨日のイヤイヤがウソのよう。

2017/7/25
〈夕食のテーブル〉
こた「ぱぱ、ここ（わき腹）ね、かにさされたよ」
パパ「ほんまや。赤くなってる」
こた「かにはね、おさかなのとなりに、いるんじゃないよ」
パパ「そやな。それはカニやもんな。こたのおなかは、蚊が刺したんやろ」
こた「こーんな、ちっちゃいの。ぶんぶんって」
パパ「そやな・・・こたのおなか、何が刺したんだっけ？」
こた「かがだよ、かが！」
―――「蚊」と言える３歳児を見たことがない。



2017/8/2
〈お弁当再開〉
パパ「みな、サマーキャンプどうだった？」
みな「たのしかったよ」
パパ「４日間、さみしくなかった？」
みな「ぜんぜん！」
―――寂しかったのは誰なのか考えた。

2017/8/4
〈夏休み帰省〉
　みなこたパパ３人の羽田―伊丹往復で３歳のこたを２歳と偽りたい気持ちをぐっとこらえたら早割でも９万円近くかかって懐が痛すぎる。

2017/8/21
〈羽田、みなこたパパ大阪へ〉
パパ「ＡＮＡ乗るよ」
こた「あなとゆきのじょおうの、あな？」
―――違います。

2017/8/23
〈六甲山で雪遊び〉
みな「ねえパパ」
パパ「なあに」
みな「なんでもない」
パパ「なんやねんな。途中まで言ってから」
みな「・・・パパのこえのたかさ、へんだよ」
パパ「あ、イントネーションが大阪弁になってるってこと？」
みな「そう！」
パパ「しゃあないやん。周りみんな大阪弁やし」
みな「ねえパパ」
パパ「なあに」
みな「とうきょうべんって、ある？」
―――みなの話し方が、そうだよ。





やさしくしてね






2017/8/24
〈おやすみ前の寝室〉
こた「ぱぱ、ゆきなちゃん（前日に海遊館で買ったアザラシのぬいぐるみ、こたが名付け親）ね、かわいいんだよ」
パパ「そやな。かわいいな」
こた「かわいいからね、やさしくね、いいこいいこ、するんだよ」
パパ「そやな。優しくよしよししよな」
こた「やさしくしないとね、ゆきなちゃん、かなしくなるんだよ」
パパ「そやな・・・こた、自分のこと言ってる？」
―――六甲山に遊びに行った帰り道、疲れてぐずるこたに「歩きなさい」と言って抱っこせず家まで泣かせておいたのを反省。（ペンギンは「キュキュちゃん」）







１席分もったいない






2017/8/24
〈伊丹→羽田〉
　３席分取ったのに行きも帰りもこた抱っこで２席しか使わず往復３万円近く返してほしい気分。
―――腕が疲れた。

2017/8/25
〈３歳児が純真無垢ではない証左〉
・人が言うことを聞くまで、途中から休憩を挟みながら延々と泣き続ける。
・だれかに言ってダメと言われたら、一番言うことを聞いてくれそうな他の人を探して次々と同じことを頼む。
・「○○しなさい」と言われて最初は「やーだ」と断り、それが通じないと「だって○○だから」と同情を誘いそうな言い訳を次々と繰り出す。
・自分がしたいことの約束は次の日でもばっちり覚えているのに、したくないことの約束はほんの１時間で「忘れちゃった」と否定するか黙り込む。
・「こたくん、○○したくなっちゃった」と自分の欲求を外的要因のせいにする。

2017/8/25
〈甘え上手こた語録〉
「こたくん、じゅーすのみたくなっちゃった」
「こたくん、おせんべえたべたくなっちゃった」
「こたくん、だっこしたく（してほしく）なっちゃった」
―――パパも使える場面があるか考える。

2017/8/27
〈深夜の独り言〉
　大阪の実家でじいちゃんばあちゃんと夕ごはん食べた後みなこた連れてお風呂に入りながら２人は60年かそこら後どんなばあちゃんじいちゃんになるのかなと思いを巡らすと自分の子ども時代を振り返って育てる方向性がなんとなく見えてきた。

2017/8/27
〈昼前お出かけ〉
パパ「お買い物行ってくるよ」
こた「こたくんも、いく！」
パパ「いいよ。じゃ、お靴はいて」
こた「こたくんが、はく！」
パパ「いいよ。右左、間違えないでね。じゃ、エレベーター乗ろか」
こた「こたくんが、やる！」
パパ「いいよ。ボタン届くかな？」
こた（右手をドアにかざして）「ひらけ〜ごま！」
―――いいからボタン押して。



2017/9/1
〈保育園へママチャリ〉
こた「ぱぱ、もう、ふゆ？」
パパ「まだだよ。なんで？」
こた「だって、かぜがつよいから」
パパ「そだね。だいぶ涼しくなったけど、冬の前に秋が来るよ」
こた「ふうん」
―――かけがえのない季節がまたひとつ過ぎてゆく。

2017/9/2
〈朝の寝室〉
（ごろごろしてたら、こたがぬいぐるみをいっぱい持ってくる）
こた「ぱぱ、ゆきなちゃん（アザラシ）だよ」
パパ「ありがと。抱っこするね」
こた「ぱぱ、しろちゃん（シロクマ）だよ」
パパ「ありがと。じゃ、これも抱っこ」
こた「ぱぱ、きういちゃん（ヒツジ）だよ」
パパ「ありがと。こたも抱っこしてほしい？」
こた「こたくんは、ぬいぐるみじゃないよ！」
―――知ってるよ。

2017/9/2
〈昼前のリビング〉
みな「ねえパパ、かくれんぼしよ」
パパ「やだ」
みな「え〜なんで」
パパ「めんどくさい」
みな「じゃ、じゃんけんして、わたしがかったらするよ」
パパ「じゃんけんしないよ。だって負けたら、かくれんぼしなくちゃだもん」
みな「え〜なんで。かくれんぼしよ」
パパ「やだって言ってるでしょ。こたとしたら？」
みな「だって、こたくん、すぐみつかるんだもん。だからパパとこたとするの」
パパ「２人でしてよ、かくれんぼ」
みな「やだ！　こたくんも、パパにかくれんぼしよって、いって！」
こた「ぱぱにかくれんぼしよ！」
―――こたは別にやりたくないことがわかった。

2017/9/5
〈深夜の独り言〉
　テレビやネットや新聞を含めて今のメディアには客観性が足りないとか批判精神が足りないとか言われるけど一番足りないのは愛だと思う。

2017/9/5
〈朝のリビング〉
パパ「こた、保育園行くからパンツ替えるよ」
こた「はーい」
パパ「おしり汚れてるから、ついでに拭いたげる。ふきふき」
こた「ぱぱ、おしりふくの、じょうずだねえ」
パパ「当たり前やろ。何千回拭いたげたと思とんねん」
こた「じょうずだねえ、おりょうりも」
パパ「ありがと・・・こた、さては作ってほしいものあるでしょ」
こた「やきそば！」
―――ということで仕事前、夕食に焼きそばを作り置き。

2017/9/6
〈お迎えの帰り道〉
パパ「晩ごはん何がいい？」
こた「やきそば！」
みな「きのうも、やきそばじゃん！　ねえね、おすしがいい」
パパ「手巻き寿司いいねえ。お刺身買ってくるだけやし」
みな「あ、やっぱりグラタン！」
パパ「えー！？　ホワイトソースめんどくさい」
みな「グラタン！」
パパ「しゃあないなあ・・・」
―――みんなの希望をかなえた。
・ごろごろお肉の焼きそば
・鶏肉とほうれん草のグラタン
・刺身盛り合わせ
・まぐろチャーシューとワカメのサラダ（おまけ）





みんなの食べたい晩ごはん






2017/9/7
〈深夜の独り言〉
　キッチンを制すものが家事を制す。

2017/9/10
〈深夜の独り言〉
　ハグって大事だね。

2017/9/16
〈朝のリビング〉
こた「ぱぱ、おそと、あかるいよ」
パパ「きょうも晴れだね。でも台風が来るんだよ。台風って知ってる？」
こた「おっきい、あめだよ」
パパ「雨のほかは？」
こた「ぐるぐるだよ」
パパ「グルグルは実際は見えないよ。あとは？」
こた「ながぐつはく！」
―――主観と客観と近景と遠景。

2017/9/17
〈朝のリビング〉
こた「ねえ、ぱーーーーーーーーぱ」
パパ「なあに？」
こた「ちょーーーーーーーーこっと、みーーーーーーーーてて」
パパ「どしたの？」
こた「ふーーーーーーーーうせんだよ」
パパ「風船遊び？」
こた「こーーーーーーーーおやってね、なーーーーーーーーげるとね、とーーーーーーーーぶんだよ」
パパ「ほんとだね。ふわって飛ぶね」
こた「ふーーーーーーーーうせんはね、おーーーーーーーーもいんだよ」
パパ「軽いわ！」
―――これって、どもり？

2017/9/17
〈ひさびさ中華料理店ランチ〉
みな「ねえパパ、これ、すごくたかいね」
パパ「フカヒレ？　サメのヒレだから高いんだよ」
みな「え？！　サメ？　おみせの人がサメとってくるの？」
パパ「なんでやねん！　お店の人が買ってくるんだよ。料理しながらサメ捕りに行けないでしょ」
みな「そんなことないよ。おみせあけるまえに、なんびきもとってくればいいでしょ」
パパ「それ大変やん」
みな「うってるのに、なにかをかいにいくって、いみわかんない」
こた「さめって、おっきいから、つかまえられないよ！」
―――なんのこっちゃ。（フカヒレは頼んでません）

2017/9/24
〈夕食後みんなで遊ぶリビング〉
こた「ねえね、ちがうよ、それ」
みな「えーなに？　こうた」
パパ「こたくんは、ねえねと対等と思ってるんだね」
みな「たいとうって、なに？」
パパ「ねえねと同じと思ってるってことだよ」
みな「どういうこと？」
パパ「えーと・・・ねえねと５歳離れてるけど、こたも同じことが同じようにできると思ってるんだよ」
みな「そうだよ、たいとうだよ」
パパ「そうなの？」
みな「だって、ふたりともにんげんだし、ふたりとも、おんなじだよ」
―――目が覚めました。






ほめてる？






2017/9/29
〈夕食のテーブル〉
みな「ねえパパ、このサンマ、○○ちゃんママ、ぜったいおいしいっていうよ」
パパ「ありがと。でも、なんで、そんな好みわかるの？」
みな「だって、○○ちゃんママ、なんでもおいしいっていうもん」
―――おいおい。
・さんまのフライ、梅ソース
・たらこ焦がしバターのフェットチーネ
・焼き芋りんごサラダ
・じゃがいものグラタン
・ピザ



2017/9/29
〈寝かしつけの寝室〉
こた「ぱぱ、おしりにはね、だいでんきんが、あるんだよ」
パパ「お、どうした、いきなり」
こた「だいでんきんはね、おしりのほねを、つつみこむんだよ」
パパ「なんで大臀筋とか知ってるの？」
こた「もともと、しってんだよ！」
パパ「すいません」
こた「だいでんきんはね、おっきいおっきい、きんにくだよ。じゃあね〜」
―――どっか行った。





2017/9/30
〈みな運動会〉
・もやし豆苗の豚肉巻き
・じゃがいもオムレツ
・鶏から揚げ
・ブロッコリーのガーリックソテー
・メンチカツ＆生ハムコロッケボール
・砂肝の甘辛煮
・ミニトマトらっきょう和え
・パンダおにぎり３種（梅、おかか、鮭マヨ）
―――上野動物園シャンシャン（香香）誕生記念。





運動会のお弁当







2017/10/6
〈タートル・トーク＠ディズニーシー〉
クラッシュ「それじゃあ一番前の右から３番目の男の子、質問は何だい？」
こた「・・・てんさいですか」
クラ「・・・天才じゃないと思うぞ。どこにでもいる普通のカメだぞ」
（終わった後で）
パパ「こたくん、クラッシュとお話できたね」
みな「ほんとはね、『なんさいですか』ってきいたら？って、わたしが、こたくんにいったんだよ」
こた「たのしかった！」
―――安定した切り返しのクラッシュもさすがに答えに詰まった。





頭足人






2017/10/6
〈お風呂上がりのリビング〉
こた「みて！　ぱぱだよ、ぱぱ」
パパ「どれどれ・・むむむ、出たな頭足人」
―――早い？　３歳半で初めて。

2017/10/10
〈夜のリビング〉
みな「もう！　やめて！　こうた！」
パパ「どしたの？」
みな「こうたが、ずっと、おいかけてくるんだよ」
こた「・・・」
(追いかける）
みな「こうた、おいかけてこないで！」
こた「・・・」
(また追いかける）
みな「なんで、おいかけてくるの！」
こた「だって、ねえねのこと、だいすきだから」
みな「だいすきでも、おいかけられると、やなんだよう！」
こた「・・・」
―――距離を置くのって難しいね。

2017/10/13
〈深夜の独り言〉
　ほめて伸ばすことの大切さを子育てを通じて知った。

2017/10/16
〈こた雨の登園〉
　ズボンのはかせ方が嫌だと言って泣くのをそのまま連れてきたら他にも泣いてる子が３人いて雨の朝は荷物多いし傘差して長靴履いてレインコート着せなきゃだし10倍くらい疲れるから大人も子どもも気が立ってるのかなと思いながら別れ際に抱っこして仲直りした。






おなかすきすぎ






2017/10/18
〈晩ごはん前〉
みな「ねえパパ、ごはんまだ？」
パパ「もう少し待って」
みな「えー！？　はやくたべたい」
パパ「急ぐから、こたと遊んどいて」
（５分後）
みな「ねえパパ、けいたい見て」
パパ「ちょっといま料理してて手が離せない」
みな「いいから見て！」
パパ「なんだよもう・・・なにこれ。なんか静かだなと思ったら」
―――２年生になってメールを多用して困る。

2017/10/20
〈やめた方がいいかもなと思ってるもの〉
・フルタイムの仕事
・マラソン２時間半狙い
・フェースブック
・仕事上がりのビール
・カラオケ他人に便乗

2017/10/20
〈朝の玄関〉
こた「ぱぱ、さむいから、てぶくろする！」
パパ「わかったよ。じゃ、順番に指入れるよ。お父さん指、お母さん指、お兄さん指、お姉さん指、赤ちゃん指と・・・ほら、暖かいでしょ」
こた「あったかい！　ぱぱ、ほーくえんいこ！」

〈夕方お迎えの帰り道〉
こた「ぱぱ、まってよう」
パパ「はよ来て」
こた「だって、だって・・・うえーん」
パパ「どうしたの？」
こた「てぶくろが、てぶくろが・・・うえーん」
パパ「手袋が変？」
こた「うん。このゆび（手袋の小指部分）にね、ふたり、はいってるの」
―――そう数えるか。





これって授業中だよね






2017/10/21
〈みな授業参観〉
　授業中おもちゃ状態。

2017/10/23
〈台風休校で昼すぎお迎え〉
パパ「みな、ママの会社行って、ちゃんとあいさつできた？」
みな「できたよ」
パパ「ほんとかな・・・何してたの？」
みな「えーと、本よんだりとか」
パパ「働いてる人いたでしょ？　静かにできた？」
みな「本よんでるときは、しずかにできたよ。でもビーズのときは、ひとりごと言っちゃうんだよね」
パパ「ビーズ作ってたの？　独り言、大丈夫だった？」
みな「えへへ。ぜんぜん、だいじょうぶ」
―――会議にも「まだ？」と顔出してたらしい。





2017/10/23
〈夕食のテーブル〉
パパ「こた、わんぱく体操、踊って。運動会でやるやつ」
こた「やだ！」
パパ「なんで？」
こた「てーぷがないと、おどれないの！」
パパ「テープ？！　なんでカセットテープ知ってんの？　保育園で使ってんのかな・・・みな、カセットって知ってる？」
みな「しってるよ」
パパ「カセットって、みなが生まれた頃、もうほとんどなかったよ」
みな「ふーん。でも、しってるよ」
パパ「おめめが２つあって、こうやってグルグルするやつ」
みな「そうそう。ななめにあくやつにいれて、カシャっておすんでしょ」
パパ「詳しいな。見たことないのに」
みな「え？！　しょうせつにも、あったよ」
パパ「小説？！」
みな「テレビでもでてきた」
パパ「そっか・・・もうＣＤさえ古いのにな」
―――保育園は特にＩＴ化されていない。

2017/10/24
〈朝のリビング〉
こた「ぱぱ、ひこーきのおかおって、なんで、まあるくて、とんがってるの？」
パパ「えーと・・・空気を切り裂いて飛ぶからだよ」
こた「くうきを？」
パパ「抵抗を、なるべく小さくするんだよ」
こた「ていこう？」
パパ「空気は重くて、飛ぶのにジャマになるんだよ」
こた「おもい？」
パパ「えーと・・・鳥さんはお顔が丸くて、くちばしが尖ってるでしょ。飛行機は、そのマネをしたんだよ」
こた「なあんだ、そうか！」
―――質問攻め期に入ってきた。





2017/10/28
〈深夜の独り言〉
　みなが３年生になるのを前に塾通いのお友だちが増えたけど東京の塾事情が全く分からず自分も塾など通ったことないので情報収集どうしよう。
―――勉強なんかより大事なことがあると思ってるけど。

2017/10/28
〈ピアノ教室へのタクシー〉
みな「ねえパパ、これ（車内ＣＭ）グーグルホームでしょ」
パパ「そうだよ。色んなことに答えてくれるよ」
みな「でも、よくまちがえるんでしょ？」
パパ「そかもね。『電気つけて』てお願いしたら『きょうの天気は・・・』て答えたりして。人間より賢いのに、聞き間違えするんだね」
みな「え？！　にんげんよりかしこいの？」
パパ「そうだよ。いまはオセロでも将棋でも、世界で一番強い人より機械の方が強いんだよ」
みな「ふーん。でも、にんげんよりもつよいきかいをつくった、にんげんのほうが、かしこいよ」
パパ「・・・確かに」
こた「ぐーぐるほーむに、こうたくんを、もうひとつちょうだいって、いう！」
―――それは無理。

2017/10/30
〈こた保育園送り〉
先生「おはようございます。こうたくん、元気ですか？」
パパ「昨日やっと、うんち出ました。１週間ぶりに」
こた「かんちょうしたら、でたんだよ」
先生「そっかあ。おっきいの出た？」
こた「うさぎさんの、うんちがでたよ。ぴょんぴょんって」
先生「コロンって？　よかったねえ」
パパ「えっと、うさぎのうんちの大きさじゃなくて、うさぎの大きさのうんちです」
先生「！！！・・・がんばったんだね」
―――便秘がなかなか治らない。

2017/10/30
〈ごはん作り中〉
こた「ぱぱ、だっこしたい」
みな「パパ、しゅくだいのおんどく、きいて」
こた「ぱぱ、おしっこ、でそう」
みな「パパ、これみて」
こた「ぱぱ、おしっこ、でちゃった・・・」
〈いただきます後〉
こた「ぱぱ、いっしょに、ぽーん（スパークリング開ける）したい」
みな「パパ、オレンジジュースのみたい」
こた「ぱぱ、ぴざ、きって」
みな「パパ、フォークとナイフとって」
こた「ぱぱ、ぎゅうにゅう、のむ」
みな「パパ、むぎちゃちょうだい」
こた「ぱぱ、あーんして！」
―――早く食べたい。

2017/10/31
〈ハロウィン〉
アリスと妖精いざ出陣。












2017/11/2
〈朝のリビング〉
こた「ぱぱ、うんちでた」
パパ「お、これで３日連続。おなか調子いいねえ。おいで、おしりふいたげる。ふきふき」
こた「みて、おなか、へっこんだよ」
パパ「なんでかなあ、先週まで週１だったのに。一緒に腹筋し始めたから？」
こた「ちがうよ！　はいちゅう（お菓子）たべたからだよ！」
パパ「いや、ぜったい腹筋効果やと思うで」
こた「ちがうよ！　はいちゅうこうかだよ！」
―――ハイチュウ大好きなのは分かった。




女子力アップ






2017/11/6
〈夕食後のリビング〉
みな「ねえ、パパって２０００何年生まれ？」
パパ「２０００何年？！　パパどんだけ若いねん」
みな「あ、そうか。とにかく生年月日教えて」
（教える）
みな「パパのラブナンバーは４だよ。すきな人ができても、じぶんからうごかないことが多いかも、だって。あと、左手見せて」
パパ「いいよ。手相みるの？」
みな「そうだよ・・・え、うそ！！！」
パパ「どしたの？」
みな「・・・モテせんがある」
パパ「じぶん驚きすぎ」
みな「あと、しつもんに答えてね」
パパ「いいよ」
（何問か答える）
みな「パパは、いやしけいだから、リーダータイプとあいしょうがいいよ」
パパ「お、それは、そうかも」
―――女子力アップのタイトルを見て本屋さんで買ってあげるのをためらった。

2017/11/6
〈みなこたお迎え後〉
パパ「晩ごはんのお買い物に行ってくるから、何かあったら呼ぶんだよ」
みな「はーい。いってらっしゃい」
（スーパーへ。買い物してたら、みなから着信）
パパ「どうしたの？　何かあった？」
みな「パパたいへんだよ。こたが、うんちした」
パパ「え？！　こた、紙パンツじゃなくて、お兄さんパンツ（布パンツ）履いてたよね。大丈夫？」
みな「だいじょうぶ。おトイレで、したんだよ」
パパ「トイレ？！　自分で行ったことないのに？　ねえねが手伝ってくれた？」
みな「ちがうよ。きがついたら、かってに、おトイレいってたよ。それでね、おしりがふけないって、いってるよ」
パパ「まじで？　すぐ戻るから、そのまま待てる？」
みな「わかった」
（10分後に帰宅）
パパ「こた、大丈夫？　うわ、まだおトイレに座ってる。さ、おしり拭くよ」
こた「うん」
パパ「ずっと一人で待ってたの？　ねえねは？」
こた「あっち」
パパ「・・・ひとりで本読んでる」
―――お世話してくれてると思ったのが間違いだった。

2017/11/10
〈深夜の独り言〉
　若い頃は論理が通じない子どもと接するのが苦手だったけど気がつけば理屈と打算で動く大人と接する方が苦手になっていた。





揚げ物メイン弁当






2017/11/10
〈朝のリビング〉
こた「ぱぱ、えんそくのおべんと、えびふらい（海老の天ぷら）がいい！」
みな「こたくん、えんそく、どこ行くの？」
パパ「有栖川公園だよ」
みな「え・・・いつも行ってるじゃん。すごい近いし」
パパ「お弁当みんなで食べるのが楽しいんじゃない？　どんぐり拾うみたいだよ」
みな「そっか」
パパ「雨だったら園内遠足って書いてある。保育園の中で遠足するんだって」
みな「いみ分かんない！　ますます、えんそくじゃないし。歩きもしないじゃん」
こた「ぱぱ、おべんと、えびふらいと、はんばーぐと、おかかおにぎりだよ」
―――夜勤明け揚げ物つらい。

2017/11/11
〈朝のリビング〉
こた「ぱぱ、おしっこでそう」
パパ「えーと、こた、お兄さんパンツ（布パンツ）だよね。ちょっと我慢だよ。このお皿を洗ったら、一緒におトイレ行こ」
こた「ぱぱ、おしっこでる」
パパ「いま終わったよ。さ、おトイレ行こか」
こた「ぱぱ、おしっこでちゃった」
パパ「えー？！ あと少しでおトイレなのに。また床拭かないと。もうちょっと我慢できなかった？」
こた「だって、からだどっくんどっくん（子ども向け身体の解説本）に、おしっこはがまんしちゃだめだよって、かいてあったよ」
パパ「・・・我慢しちゃダメって、そういう意味じゃないと思うよ」
―――最初の「おしっこでそう」までは我慢してなかったのか謎。

2017/11/12
〈ほっこりする瞬間〉
　風邪ぎみで寝込んでて昼ごろ起きたらみんな出かけてて枕元にぬいぐるみが集合してたからシロクマを抱っこしてもう一回寝る。

2017/11/16
〈こた保育参観　午前は子どもたちと遊び会〉
　にじ組20人の保護者参加は５人でママこたが遊んで手の空いてるパパに子どもが集まってきてにわか保育士状態。

2017/11/16
〈こた保育参観　午後はママたちの悩み相談会〉
「家でもトイレに行くようになったが、男の子はどうやっておしっこしていいか分からない」
「ごはんのとき、同じおかずを続けて食べさせようとすると『つぎは、こっち！』と三角食べ（違うおかずを順番に食べること）を要求される」
「本気で叱っても『かわいくいって』とかわいく返される」
―――男の子だらけのクラスなので男の子あるある大会になっている。

2017/11/17
〈こた水疱瘡〉
　保育参観で休みを取った翌日に発症するのはやめてほしい。
―――発疹かゆい以外はめちゃ元気なのもやめてほしい。

2017/11/18
〈朝のリビング〉
こた「ぱぱ、おなかが、かゆいよう」
パパ「水疱瘡で、いっぱい赤くなってるね。お薬ぬるから、服を上げてくれる？　ぬりぬり」
こた「こっちにもあるよ」
パパ「ほんとだ。ぬりぬり」
こた「ぱぱ、こっちもだよ」
パパ「わかったよ。ぬりぬり。あ、こっちにもある。ぬりぬり」
こた「・・・ぱぱ、そこ、おっぱいだよ」
―――小さくて色が薄いから紛らわしい。





かくれてるつもり






2017/11/20
〈こた水疱瘡やすみ〉
　元気なので公園へ。
―――かくれんぼバレバレ。

2017/11/21
〈こた完治の長い一日〉
　こたの水疱瘡が、やっと治った。と言っても、本人は最初の数日間かゆみに苦しんだ以外は至って元気で、きょうになって医師の治癒証明が出た、というだけにすぎない。
　先週木曜に発症して６日目。
　保育園への登園、そしてパパの出勤にゴーサインが出るまで、とても長く、慌ただしい一日だった。
　　　☆
　こたの全身、20〜30カ所に出ていた発疹は、朝起きると、ほぼ全てかさぶたになっていた。「ほぼ」と言うのは、左耳近くの１カ所だけ、かさぶたになる手前の、少し湿った状態だったからだ。
　でも、夕方には「治癒」と言っていい状態になりそうだ。長いトンネルの先に光が見えた気がして、元気すぎるこたの相手をして日中を過ごした。
　　　☆
　夕方、行きつけの内科に足を運ぶ。急に寒くなったからか、待合室には６人が待っている。
　「ちょっと待ちそうだね」
　長椅子に座り、絵本を２冊読み終えるころ、やっと名前を呼ばれた。着いてから30分たっていた。
　診察室に入って丸椅子に座り、こたを膝に乗せる。医師は、左耳の発疹を見つけるなり、首を傾げた。
　「うーん・・・完全には乾いていませんね。まだ感染する可能性があります」
　たった、１カ所なのに―――
　考えまいとしていたことが現実になると、どうしていいか分からなくて言葉に詰まる。「明日も保育園ダメだって」と、こたに話しかけるようにつぶやく。
　「また来なくちゃダメですか？」
　かすかな望みをかけて尋ねると、医師は「そうですね。ですが、うち明日はお休みなんです」と、また首を傾げて答えた。
　　　☆
　待合室に戻ってからのことは、あまり覚えていない。
　あす、どこで診てもらえばいいか。
　朝の仕事には、間に合わないだろう。
　そもそも、一晩で「治癒」するのか―――
　遅れるにせよ休むにせよ、職場に連絡しなければいけない。みなとこたが盛んに話しかけてくるのも上の空で、スマホを取り出して職場の番号を表示させた。
　そのとき、ふと、いまから別の医師に診てもらったらどうか、と思いついた。もう一つ、よく行く医院が駅の向こうにある。
　もう外は暗いが、自転車で急げば、間に合う。
　　　☆
　水疱瘡は、小学校に入る前の子がよくかかる。
　発熱とともに全身に赤い発疹が出て水ぶくれになり、やがて乾いたかさぶたになって治る。一度かかれば免疫ができ、予防接種もある。治るまでは学校には通ってはいけないと法律で定められ、保育園もそれに準じて「治癒証明」をもらうまでは預かってくれない。
　「治癒」まで約１週間。働く親にとって、「子どものため」と割り切って仕事を休むには、あまりに長く、つらい。
　　　☆
　駅向こうの医院に駆け込んだのは、午後６時近く。遅い時間だからか、待合室には誰もいない。受付に保険証を出したら、すぐに名前を呼ばれた。
　診察室に入ると、左耳が見えないように少し左向きに座る。当たり前だけれど、医師は乾いていない１カ所をすぐに見つけた。自分のこざかしさが嫌になる。
　「ここが、ちょっと乾いてないね」
　そう言われても、前の医師で「免疫」ができていて、それほどのショックはない。
　ああ、やはりダメか・・・荷物をまとめようしたとき、医師は言った。
　「もう、どのくらい休んでるの？」
　「ええ、先週の金曜からです」
　「そうか・・・ほとんど治ってるから、治癒証明、出しとくよ。ただし、明日の日付でね」
　　　☆
　「ですます」などと言うのを聞いたことがないこの医師は、診断も大らかだ。人によっては「いいかげん」と思うかもしれない。でも、真っ暗だった目の前が、さっと明るくなるのを感じた。
　「どのくらい休んでるの？」「ほとんど治ってるから治癒」「明日の日付で」・・・
　あえて真意を問うことはしなかったが、全ての言葉に救われた。この医師は、翌朝、子どもを保育園に送って仕事へ急ぐ親の姿を、はっきりとイメージしているに違いない。
　もう一つ、考えさせられた一言がある。
　「予防接種は受けたか？」
　確か受けていなかったな、という答えは、すぐに遮られた。
　「いや、責める気は無いんだよ。予防接種を受けてたら、症状がはっきり出なくて逆に困る。だから、受けてないんだったら、それで大丈夫」
　　　☆
　ほかの子への感染を防ぐのは、親の責任だと分かってはいる。だけど、そのために背負う重荷と、避けがたい仕事の重圧は、大人１人なんか簡単に押しつぶしてしまうだろう。
　真っ暗な通りに出て、こたを自転車に乗せる。風が一層冷たい。
　「明日は保育園だよ。水疱瘡、治ったんだよ」
　手袋を着けてあげながら言うと、こたは首を傾げる。暗い中なぜお医者さんを急いでハシゴしたかなんて、３歳の子どもに分かるはずもない。
　「さ、おうちに帰ろうか」
　駅の方向に目をやると、明るく、にぎやかだ。
　いつもの、平凡な生活が戻ってくる―――
　ほっとしながらも、これで良かったのだろうかと、後ろめたさを振り払うように、ペダルを踏み出した。




あいうえお作文






2017/11/23
〈あいうえお作文ー２年２組に掲示〉
（みな）
あしかと
いるかが
うみまで
えがおで
おでかけだ
―――主語＋目的語＋修飾語＋述語。

（戦国武将好きの男の子）
さな田ゆき村が
しを
すみで書こうとしたら
せん生が
そうじゃないえんぴつで書け。と言った。
―――だいぶ自由やな。

2017/11/26
〈深夜の独り言〉
　こたと体操教室の体験に行ったらマット運動や鉄棒や跳び箱を一生懸命した後また来たいと言われたけど送り迎えがさらに増えるから生き方のポートフォリオをまた見直さないといけないな。

2017/11/27
〈週末お出かけ〉
　「誰でもトイレ」が駅でも公園でも広がってありがたいけどおむつ外れた３歳ごろの子どもにとっては普通のトイレと変わらず使いにくいから保育園みたいなのにならないかなという意見はきっと１年かそこらガマンしろと言われて聞き入れられてこなかったような気がする。

2017/11/28
〈深夜の独り言〉
　よい上司とよい父親は価値観を共有する。




2017/12/1
〈深夜の独り言〉
　お友だちの共働きママとウチごはんしてて育児との両立がつらくて仕事辞めたいと言われ答えに詰まり辞めないでくださいボク辞めますと冗談言ったらちょっと和んだ。

2017/12/1
〈わたしのたからもの〉
全校記念冊子２年生56人の回答。
・「家ぞく」＝22人（ママパパ、犬含む）
・「友だち」＝５人
・持ってる物＝29人（１００点のテスト、ウルトラマンのおもちゃ、うさぎのぬいぐるみ、ラジコンなど）
―――みなは「友だち」でした。

2017/12/3
〈朝ごはんのテーブル〉
パパ「こた、はい、ほうれん草どうぞ」
こた（もぐもぐ10分）「ぱぱ、ほ、ほ、ほうれんそう、のみこめない！」
パパ「じゃ、コーンスープと一緒に飲み込んだら？」
こた「それ、いいかんがえだねえ」
（コーンスープごっくん）
パパ「どれ、お口の中見せて・・・なんで、ほうれん草だけ残ってるの？」
こた「どうしても、のみこめないの！」
パパ「じゃ、コーンスープもう一口。はい、ごっくん」
（コーンスープごっくん10回）
こた「やっと、のみこめた」
パパ「やったあ。嫌いなお野菜がんばったね。ちょっと残ってるけど、ごちそうさましようか。さ、こっち来て遊ぼ」
こた「・・・」
パパ「こっちおいでよ。どしたの？」
みな「パパ、こたが、のこってるほうれんそう、ぜんぶ、おくちに入れたよ」
パパ「え！？　ごちそうさまでいいよって言ったのに、何でまた食べるの？」
こた（もぐもぐしながら）「だって、ぱぱを、びっくりしようとおもったんだよ」
―――どっちかというと面倒なような。





2017/12/3
〈みなこたパパお出かけランチ〉
パパ「こた、おまけの炊き込みご飯ばっかり食べてる。おうどん放ったらかし」
みな「こた、メインは、うどんだよ」
こた「そうだよ、めんは、うどんだよ！」
―――おうてる。

〈品川へ山手線アナウンス〉
こた「ぱぱ」
パパ「なあに？」
こた「こ、こ、ここって、どたんば？」
―――五反田だよ。

2017/12/5
〈ルンバのミステリー〉
　新しいルンバが届いた。
　共働きの我が家にとって、毎日決まった時間に動いてくれるロボット掃除機は、心強い味方だ。
　初めて家に迎えたのは、６年前の秋。平日の午後、誰もいないリビングを動き回り、家族が帰宅するころには、床をすっきりきれいにしてくれている。全自動ドラム式洗濯機とともに、家族の一員と言っていいほど愛着があった。
　でも、このところ充電がすぐに切れたり、ほこりの吸い残しがあったり。そろそろ寿命かなと思い、最新モデルに買い替えた。
　　　☆
　新しいルンバは賢い。
　Ｗｉｆｉにつながって、スマホで操作できる。
　これまでは、本体のボタンを押さないと、決まった曜日の決まった時間に動かすスケジュール設定ができなければ、動かしたり止めたりもできなかった。たまに時刻がおかしくなり、そのたびに時計を見ながら再設定するのも面倒だった。
　スマホに専用アプリをインストールすると、最新鋭の便利さが待っていた。すべての設定が手元ででき、時刻はネットと完璧に同期する。外出先から「ＣＬＥＡＮ」ボタン一つで、掃除を指示することもできる。早速スケジュール設定を済ませ、仕事に向かった。
　　　☆
　新しいルンバが変だ。
　夕方、スマホに「掃除キャンセル」の通知が届いた。午後４時から５時まで動くように設定したのに、16分後に止まったようだ。
　床から、じゃまになるものは片付けておいた。何かにからまったり、乗り上げたりすることはないはずだ。
　「エラー」の表示も見当たらない。通信が、うまくいっていないのかもしれない。
　もう一度「ＣＬＥＡＮ」ボタンを押す。やはり、数秒後に「キャンセル」の表示が出る。５回試しても反応は同じ。リビングで、何が起きているのか。
　不思議に思いながら、あきらめて頭を仕事に切り替えた。
　　　☆
　新しいルンバにびっくり。
　そんなＬＩＮＥが仕事帰りの妻から届いたのは、３時間ほど後だった。
　家電は、たいてい家族に相談せずに買い替えるが、今回は一言も話しておらず、驚かせてしまった。「ちゃんと動いてた？」と夕食どきにＬＩＮＥを返すと、「みなちゃん１人帰りで、帰ってきた時動いてたけど、止めたって」と返事があった。
　みなは、いつも５時すぎに放課後クラブから妻のお迎えで帰宅するのに、きょうは１人で４時すぎに帰ってきたようだ。
　なぞが、全て解けた。
　　　☆
　新しいルンバが怖かった。
　みなが、そう言っているらしい。
　家に帰ると、いつもと違うルンバが動いていた。かなり大きな音がするし、動き回るとじゃまだから、本体のボタンを押して止めた。
　ちょうどそのころ、パパはスマホで「ＣＬＥＡＮ」ボタンを押していた。しかも、何度も。
　止めても止めても、動き出すルンバ。まるで、意思を持っているかのように見えたに違いない。
　「何回止めても動くから、ルンバとして、どうしても仕事しなくちゃいけないのかなと思ったよ」
　みなの言葉に、ごめんねと思いながらも、笑いが止まらない。
　　　☆
　新しいルンバ、頼りにしてる。
　これからも、よろしく。

2017/12/7
〈深夜の独り言〉
　自分がマミートラック（子育て軌道、ママが会社で出世コースから外れること）に乗っている自覚からパパの場合どう言ったらいいのか調べたらパピートラックとか言ってるメディアが多いことに気づいたけど子犬（puppy）が駆けててちょっとかわいい。
―――ダディトラック（daddy track）では普通に出世しそうなので代案を考え中。





かんちょうすることをちかいます






2017/12/7
〈深夜の独り言〉
　マミートラック（子育て軌道、ママが会社で出世コースから外れること）のパパ版の名称を昨夜から考察中いっそのことマミートラック以外を「仕事第一トラック」とか「昭和トラック」と名付けた方が勝ち組感が薄れていいのではないかという結論に至った。

2017/12/9
〈画用紙に誓約書発見〉
　わたくし今村こうたは10月26日木曜日にかんちょうをすることをちかいます。（こたサイン）
―――便秘がひどかったころ浣腸を嫌がって先延ばしを続けたので、みなが書いてくれたみたい。





クリスマス恒例






2017/12/17
〈お友だち家族とクリパ〉
・ブルスケッタ３種（キャロットラペ、トマトバジル、ペペロナータ）
・ローストチキン、もち米ピラフの詰め物
・焼きカブとオイルサーディンのスパゲティ
・じゃがいもオムレツ
・焼き玉ねぎとごぼうのブルーチーズスープ
・ガトーショコラ

2017/12/19
〈夕食のテーブル〉
こた「ぱぱ、これ、くろわいん？」
―――赤ワインだよ。

2017/12/22
〈仕事と家事のマトリクス〉
　　　　　仕事　家事
定時　　　ある　ない
報酬　　　ある　ない
昇進　　　ある　ない
上司部下　いる　いない
達成感　　ある　ない
ストレス　ある　ある
愛　　　　ない　ある






2017/12/27
〈休日の朝〉
パパ「今日はねえねたちお出かけだから、こたはパパとお留守番だよ」
こた「やーだ！　みんないっしょがいーい！」
〈昼〉
パパ「ねえねたち自転車だから、こたはパパと歩いて帰るよ」
こた「やーだ！　みんなでかえる！」
〈夜〉
パパ「お風呂、パパと入る？　ママと入る？」
こた「やーだ！　みんなではいる！」
―――分担されるの嫌みたい。

2017/12/28
〈年末小景〉
　美菜と耕大が、家にいない。
　クリスマスが終わると、小学校は冬休み。
　静岡のおばあちゃんが迎えに来て、２人を連れて帰った。
　ママとパパは、仕事納めの後に追いかける。
　　　☆
　朝、目が覚めると、８時をすぎていた。
　朝食の用意も保育園への送りもないから、いつもより２時間遅い。
　目覚まし時計さえセットしなかった。
　リビングに行くと、誰もいなくて、しんとしている。
　　　☆
　テーブルには、保育園の連絡帳が開いたまま置いてある。
　白いページが、何か書いてよ、と言っている。
　洗濯物を片付けに、洗濯機に向かう。
　いつもの半分以下の量で、すぐにたたみ終えた。
　　　☆
　夕ごはん、何にしよう。
　いつも悩むメニューも、考えるのが面倒だ。
　子どもたちがいないと、やはり半分以下の量で済む。
　冷蔵庫の中を見て、ぶりの照り焼きと、ほうれん草のお浸しだけ作り置いた。
　　　☆
　リビングのソファに座る。
　床におもちゃが散らかっているのが目に入る。
　いつもなら片付けるのに、そんな気にならない。
　子どもたちの跡を、消し去りたくないからかも知れない。
　　　☆
　出勤までの時間、何をするでもなく過ぎた。
　静岡で、みんな何をしているだろう。
　古い畳の居間を走り回る、騒がしい姿が思い浮かぶ。
　ママもパパもいなくて、寂しくないだろうか――
　　　☆
　仕事のバッグを提げ、外へ出る。
　冷たい風に、肩をすくめる。
　スマホを取り出して着信履歴に気づき、凍える指で電話アイコンに触れる。
　目覚める前の７時すぎに「今村美菜」とあった。

2017/12/31
〈深夜の独り言〉
　歴史が昼に作られる世の中にならないかな。




みなさまに感謝


ママ
おじいちゃん、おばあちゃん
保育園の先生、お友達と保護者の方々
お医者さん、看護師さん、助産師さん
見守ってくださるすべての方々
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今村尚徳


　1976年生まれ。大阪府池田市出身。大学・大学院で建築学を学び、新聞社に入社。前橋、京都勤務を経て政治部へ。趣味はランニングと料理。
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